
金沢大学医薬保健研究域医学系血液情報統御学(臨床検査医学)

昭和61年(1986年)：  金沢大学医学部臨床検査医学講座が設置され，松原藤継先生が
     初代教授に就任した。

平成3年(1991年)：  橋本琢磨先生が第2代教授に就任した。

平成13年(2001年)：  金沢大学大学院医学系研究科・循環医科学専攻・血液情報学
     大講座・血液情報統御学研究分野と改称された。

 

 

 
 
 

追記：
川野充弘先生：令和6年1月 金沢医科大学血液免疫内科学臨床教授に就任
遠山直志先生：令和6年4月 福井大学学術研究院腎臓病態内科学教授に就任
清水美保先生：令和7年4月 金沢大学保健管理センター教授に就任

内科学第一講座第三研究室

昭和36年(1961年)5月： 金沢大学医学部第一内科第15代教授武内重五郎教授の
     着任とともに腎・高血圧研究室を含む4研究室が発足
    ［以下は腎・高血圧研究室（第三研究室）の変遷］した。
     チーフは齋藤昌道先生，小林一到先生が務めた。

昭和49年(1974年)9月：第16代教授服部信教授が着任し，チーフは野村岳而先生，
     水村泰治先生，中本安先生が務めた。

昭和55年(1980年)5月：野村学而先生が久留米大学医学部第三内科教授に就任・転出
     した。チーフは木田寛先生，高畠利一先生が務めた。

平成16年(2004年)： 横山仁先生が金沢大学附属病院診療科の改組に伴い初代の
腎臓内科長に就任した。

平成18年(2006年)： 横山仁先生が金沢医科大学腎臓内科学教授に就任・転出し，
     和田隆志先生が腎臓内科長に就任した。

 
 

 

 
 

追記：
篠田晤先生： 昭和49年4月 金沢医科大学腎臓内科学教授に就任
水村泰治先生： 昭和52年4月 富山医科薬科大学第二内科助教授に就任
中本安先生： 昭和54年7月 秋田大学第三内科助教授に就任
野村岳而先生： 昭和55年5月 久留米大学医学部第三内科教授に就任
飯田博行先生： 昭和61年7月 富山医科薬科大学第二内科助教授に就任
高畠利一先生： 平成5年6月  島根医科大学第四内科教授に就任
友杉直久先生： 平成6年  金沢医科大学腎臓内科学助教授に就任
   平成18年10月 金沢医科大学総合医学研究所教授に就任
石川勲先生： 平成6年4月  金沢医科大学腎臓内科学教授に就任
浅野喜博先生： 平成8年9月  愛媛大学医学部細菌学講座教授に就任
横山仁先生： 平成18年4月  金沢医科大学腎臓内科学教授に就任
和田隆志先生： 平成19年9月  金沢大学血液情報統御学教授に就任
古市賢吾先生： 令和3年4月  金沢医科大学腎臓内科学教授に就任

内科学第二講座第三研究室

昭和43年(1968年)：  金沢大学医学部第二内科第3代教授村上元孝教授のもと，
     腎臓グループ（第三研究室）が発足した。
     初代チーフは黒田満彦先生が務めた。

昭和58年(1983年)：  金沢大学医学部内科学第二講座第4代教授竹田亮祐教授(昭和
     47年～)のもと，黒田満彦先生が福井医科大学臨床検査医学
     教授に就任・転出し，東福要平先生がチーフに就任した。

平成2年(1990年)：  東福要平先生が済生会石川総合病院(現：石川県済生会金沢
     病院)院長に就任・転出し，紺井一郎先生がチーフに就任した。

平成16年(2004年)：  紺井一郎先生が金沢大学附属病院診療科の改組に伴い初代の
     リウマチ・膠原病内科長に就任した。

平成19年(2007年)：  紺井一郎先生が石川県立中央病院腎臓内科・リウマチ科科長に
     就任・転出し，川野充弘先生がリウマチ・膠原病内科長に就任
     した。

平成31年(2019年)：  金沢大学附属病院内科の臓器別再編に伴いリウマチ・膠原病
     内科が立ち上げられ，川野充弘先生が科長に就任した。また，
     内科系医学領域としてリウマチ・膠原病内科学が新設された。

 
 
 
 
 
 

追記：
東福要平先生：昭和62年   金沢大学保健管理センター教授に就任
此下忠志先生：平成12年   福井医科大学第3内科助教授に就任

令和5年    東京女子医科大学八千代医療センター糖尿病・内分泌
       代謝内科教授に就任
野村英樹先生：平成24年4月   杏林大学総合医療学教室教授に就任

平成27年10月金沢大学附属病院総合診療部特任教授に就任
松村正巳先生：平成25年   自治医科大学地域医療学センター総合診療部門教授に就任

平成19年(2007年)9月：金沢大学大学院医学系研究科・循環医科学専攻・血液情報学
     大講座・血液情報統御学研究分野の第3代教授に和田隆志先生
     が就任した。
平成20年(2008年)4月：金沢大学3学域化に伴い教員所属が金沢大学医薬保健研究域
     医学系血液情報統御学分野となった。

平成24年(2012年)4月：金沢大学大学院の改組により，本教室の大学院の所属は金沢
     大学大学院医薬保健学総合研究科血液情報統御学となった。

平成28年(2016年)：  医学専攻設置に伴い内科系医学領域腎臓内科学と改称された。

平成31年(2019年)： 金沢大学附属病院内科の臓器別再編が行われ，和田隆志先生が引き
     続き腎臓内科長を務めた。あわせて内科部門が新設され，和田隆志
     先生が内科部門長に就任した。

令和5年(2023年)9月：  岩田恭宜先生が金沢大学医薬保健研究域医学系内科系医学領域
     腎臓内科学(臨床検査医学)第4代教授に就任し，同教室は
     金沢大学大学院医薬保健学総合研究科腎臓・リウマチ膠原病
     内科学と改称された。
     また，金沢大学附属病院内科の臓器別再々編に伴い腎臓内科，
     リウマチ・膠原病内科が統合し，腎臓・リウマチ膠原病内科が
     立ち上げられ，岩田恭宜先生が科長に就任した。

「金沢大学大学院医薬保健学総合研究科 腎臓・リウマチ膠原病内科学」に改称

「内科系医学領域 腎臓内科学」に改称
「内科系医学領域 リウマチ・膠原病内科学」が新設
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